
大阪医科大学研究の利益相反に関する指針施行細則Ｑ＆Ａ 
 
 
Ｑ１ 本学で従事する教職員が各学会等で発表をする時には、具体的に、われわれは何をすれ

ばいいのでしょうか？ 

Ａ１ 各学会が定めた利益相反に関する指針や施行細則等に従って手続等を行って下さい。例

えば、日本外科学会や日本癌治療学会等場合は、以下の通りです。 
 

（様式１） 

筆頭演者の利益相反自己申告書（例） 
筆頭演者氏名： ○○ ○○  

 

 金額 該当の状況 該当の有る場合、企業名等 

役職 
顧問職 

100 万円以上 ○有  ・ 無 ××薬品 

株 
利益 100 万円以上 
または全株式の 5％ ○有  ・ 無 △△製薬 

特許使用料 100 万円以上 有 ・ ○無   

講演料など 50 万円以上 ○有  ・ 無 ××薬品 

原稿料など 50 万円以上 ○有  ・ 無 □□科学 

研究費 200 万円以上 ○有  ・ 無 △△製薬 

その他報酬 5 万円以上 有 ・ ○無   
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Ｑ２ 大阪医科大学雑誌等の学内雑誌に投稿するとき様式 2 はどのように書けばよいのです

か？ 
Ａ２ 投稿論文については共著者を含めた全著者の利益相反状態を開示しますが、その内容は

当該論文に関した利益相反状態に限定されます。様式 2 の記入例を示します。ご注意いただ

くのは、本人のみならず、本人の配偶者、一親等以内の親族、または収入・財産を共有する

者についても申告しなければならない点です。欧米の国際誌においても利益相反申告に配偶

者等の分が求められており準拠しています。 
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Ｑ３ 投稿論文で明らかにする利益相反状態の期間は、いつからいつまでですか。 

Ａ３ 投稿日が 6 月 10 日の場合は、前年の 6 月 11 日からの 1 年間に発生した事項につい

て自己申告して下さい。論文が revise となった場合は、投稿日の前年の 6 月 11 日から、

最終版の投稿論文を送付した日までに発生した事項について自己申告書を改訂して自己申

告して下さい。 
 
 
Ｑ４ 本指針や補足に従えば、膨大な量の個人情報が蓄積され、処理しきれないのではないで

すか。また、社会に公開を求められたときにどのように対応するつもりですか。 

Ａ４ 補足第１ 号、第２ 号に従うと、学会発表者の利益相反情報は、発表時にスライドまた

はポスターで示されるだけで完結し、投稿論文についても、著者の利益相反情報は論文中で

開示されて完結します。 
 
 

以 上 
 
※ 平成２１年４月１日施行 


